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リピン推定人口（65.7現在） (90) 国民経済の構造的変化（93〕 第10年度賠償


























な低さ（前年比34%減〉であった （MB,66. 1. 24）。不振の最大の原因とし
て指摘されているのは前年来のきびしい金融引締政策である。 1962年の自由
化により為替管理が撤廃されてからフィリピンの金融政策は，①外貨保有の









I 1960 1 1961 1 1962 I 1963 -11964 ・  1 1965 
野’） I 
外貨準「（年末の数値，） I 192.11 103.31 140.81 141.s1 134.4¥ 166.9<2) 
¥100万ドル 1 I I I I I I 
輸入　　 I 50.31 50.91 岨 .91 51.51 65.ol 63.s<3) 
輸出（ " ) I 46. 71 41.61 46.21 60.61 61.SI 52.4<3 
小売物価指数0685=)1 111.s! 119.71 12s.3/ 136.41 凶 91 胤 9w
（注） (1) 65年8月31日現在O (2) 65年9月30日現在。
(3) 1～7月平均。 (4) 1～9月平均。






















第2表 外 貨 支 払
（月平均額，単位： 100万ドル）
I 1960 I 1961 I 即 1 1963 1 附 I 1965 
支払総額 I 55 . 03 I 66 . 86 I 77. 22 I 95 . n I 117. 11 I 122 . 76 
商 品輸入 I 42.37 I 49.26 I 42.08 I 48.02 I 55.73 I 52.01 
その他の支払 l 12.66 I 11.60 I 35.14 I 47.69 I 61.44 I 70.75 
（注〉 1965年の額は 1～6月の平均値。



































l家族数！所得 I! ｜家族数 l所得
（%）ー（%）｜｜｜ （%）（%）
500ペソ以下 I 17. o I 3. 3 1 2 soo～2 999 i 4. 1 I 6 . 2 
500～ 999 I 29 . 3 I 12 . o 1 3, ooo～3, 999 I s . o I 9 . 4 
1,000～1,499 I 11. s I 12. 2 1 4, ooo～4, 999 I 2 .4 I s . s 
1 500～1 999 I 12.0 I 11.s 1 5,000以上 I s.s I 31.3 
2,000-2,4991 6.7 1 s.3 i 計 I 100.0 I 100.0 
出所： PeregrinoS. Reyes and Teresita L. Chan, Family income distribution 



























［総 額（機械・設倒産加証l走加長！食 糧 ！ そ の 他
1960 I 508.40 I 50 .57 I 59 .48 246 .87 I 74.69 I 76. 79 
1961 I 591.07 I 71.71 I 60.50 285.04 I 64.75 I 109.07 
1962 I 504.93 I 67 .11 I 6δ.28 261.36 I 43. 72 I 66 .46 
1963 I 576.29 I 85.85 I 77.72 300.38 I 28.54 I 83.30 


















































































































































7. 12 I国会第 2特問（6.3川終了，予知のぞき
i重要案件はすべて成立せず。












11. 6 I大統領，ベソ平価改訂 (1ド、ル二3.90ベソ〉と20%
留保要件廃止を発表。




































12. 14 I 外務省，ベトナム戦線の米兵士の休養受入れを発表。
12. 22 I 米と 17基地の使用放棄をとりきめた協定調印。


































































( 2 ) -132 
フィリピン
（注） * Iligan Integrated Steel Mills （完成予定1968年，公称資本金4億ベソ）。




































































一（ 4 ）一 134 
フィリピン
Cipriano Malonzo （ミンダナオ労働連盟〉－ーミンダナオ担当副党首
Pelagio Villegas, Jr. （民主労働者連盟〕…一会計係
なお，同大会で採択された決議の主要要求事項は次の通り。


























に実験森林を作るために71万5000ドルを支出することに決定した。このさい‘ 7 { 
リピン政府に対して 57万8000ドルの支出が同計両のために要求された。 これによ
り，フィリピン森林保護をいっそう組織的で長期的な基礎におく第一歩が記された。















nova）蔵相と中央銀行のカスティーリョ総裁とは，ニューヨークでラ KuhnLoeb & 














生産者連合会（Ass'n.of Rice and Corn Producers）のモレノ（MarioMoreno）副
会長は，上院農業委員会での証言で，農業・天然資源省および NEC（国家経済会
議）が米不足予測について「誤っているか，きわめて誇張された主張」をおこなって













(raw)J情報を受取ったと，発表した。 これに対しフアラネタ（Antonio Araneta, 

























l N. E. C.議長，金融緩和措置一一N.E.C.のエナレス（HilarionM. Henares, .Ir.) 
議長は，中央銀行のプリーニャス（AmadoBrinas）副総裁，合衆国AID（国際開発
局）のニーノレ（Ernest Neal）副長官とともに，改正された I.G. L. F. (Industrial 
Guarantee & Loan Fnud）協定に署名し，長期および中期の貸付を，貸付に価する
と各銀行が認定した計画に対し，貸付をする資金を持たぬ商業・開発・貯蓄銀行へ






















































































































l N. E. C.議長，合衆国に対し織物製品の輸出削減を要請 N.E.C.のエナレス
議長は，合衆国の輸入織物に対する関税を引上げる動きを再考慮せよとの合衆国政
府のフィリピン政府に対する抗議に対して，合衆国の側こそ，フィリピンの織物産
-141- 一（ 11 ）ー
フノリピン
業と労働に害を与えるような－r1,・着とボロ切れの輸出を削減すべきだとラ強く主張し
た。同議長は，もし産業と労働に害を与えるこの輸入が継続されるならば， N E.C. 
に対L 関税引上げをはじめ現実的な諸方策を勧告するであろうと，のべた。
2月4日









































































































l P. C. I.，貿易外支出の増大に対し警告一－P.C. I. （フィリピン工業会議所〉デノレ
ガード（AntonioC. Delgado）会長は，中央銀行の数字を引用して，貿易外収支に
よる外貨の流出が1961年の 2億1130万ドルから1962年の 4億2100万ドルへ，さらに


























一 145 ( 15) 
フィリピン
能性がある以上，この｛中継貿易はフィリピンにとって有益なものとのことであったc
〔M.B., 2. 16.J 
2月 17日
T P.A. L. E. A., C. I. R.の職場復帰令を拒否一一一フィリピン航空従業員組合（P.A.
L. E. A.）は，職場に復帰し23日にわたるストライキを中止せよとの産業関係裁判所





















































vスペイン使節団，訪比（～ 3月 1日）一一一スペインのマリア（FernandoMaria 
Castiello）外相夫妻ヲフラン7コ（FranciscoFranco）の娘デ・ピリャベルデ侯爵夫人
















Tolentino上院多数党指導者， AmbrosioPadill, Jose Diokno, Estanislao Fernandez 
上院議員， Cornelio Villareal下院議長， JustinianoS. Montano下院多数党指導















石棉セメント管製造業社 C& C Commercial Corp.のパストーノレ（ClaraReyむ
Pastor）社長は， N.E. C.に書簡を送り， NAWASA（水道下水公社）がマニラおよ
び、その郊外の水道工事に必要とするパイプラ取付具，附属品の入札規定を，外国の
生産会社にリンクされているがゆえに「きわめて偏見にみち差別的」であると，非
難した。 〔M B., 2. 26.J 
2月27日



























































































































































V国民党総裁に Puyat上院議員 N acionalista党役員会は， 10日早朝までかか
って，総裁選出を次回大会まで延期する動議を却下した後，満場一致で GilPuyat上
院議員を総裁に選出した。また次の 8人を上院議員候補者に指名した。
Pelaez （副大統領〕， A.0. Almendras （現）， G. Magsaysay （現）， L. Tanada 
（現〕， D.Aytona （前蔵相）， W.R. L時 umbay（下院）， C. Castafieda （同〕，





















































































V マニラで学生の反米デモ一一約 150名の学生デモ隊は午後6時から 1時間にわ
たってアメリカ大使館前でデモ行進を行なりたc演説者は，停車中のジープの上から











反米デモは今年 3度目である。 (UPI一 MB3. 13.) 
vインドネシア側増強の情報 Fort Aguinaldoの疑えない筋は， ManilaBul-
letin記者に次のように語った。








































l PNB問題で閣内 3人委員会一一マカパガル大統領は， PNB事件にっし、ての A.
Villegas市長の「redbookj 検討のため閣内 3人委員会を設置した。委員は A.























































































































































第 1陣がマニラ港に到着した。 フェリシアーノ（Feliciano）農相によると， くん蒸






















は1位フィリピン65%, 2 ｛，；：インドネシア15%である。 (MB 3. 27.) 
3月28日
v大統領，米のヒモっき援助を批判一一一マカパガル大統領は．内外記者団を招い


































































のためフィリピン裁'Fili程の下におくこと。なお， (MB 3. 29.）によると，さ
きの2.5f）話ペソの内訳は，空軍9000万，陸・海軍各7000万ラ f竺察陪（2000万ペソ正
一（ 34 ) -164 
フィリピン
’NEC, 1964年度 GNPなど発表 NECエナレス長官は1964財政年度の経済活
動について次の公式数字を発表した。 （以下は新聞記事から編集したもの〉
l. 国民総生産と総支出
総支出　　þÿ^t0 0 0 RM^t:I :r冊1964年 ｜前年に対 l p 「(1960年価格）｜丈ゑ望時｜対前年比 二予測し構成比（単位： )I lよりリ久）｜ た前年比100万ベソ／｜＼ / i (%) (%) （寄与率）
国民所 得｜ 山 32 I十山； 106 . 1 : 10s . 2 I 
国 民 総 生産 i 凡 190 I ＋ 凶 ： 106 . 2 I_ 10s . 9 l 
個人消費 支 出 ｜ 札剖i i 十 四 l101.s I 104.s i 16.1 
国内総資本形成！ 1,664 / + 418 ) 133. 5 i 113. 5 / 11. 7 
政府経常支出｜ 1,23s I 十 60 [ 防 1 10s.9 I s. 1 
油輸出投資所得 l 487 I ＋加6 I 173.3 i 119.2 I 3.5 
凶民総支 出（ 14,190 I + s26 I 106.2 1os.9 I 100.0 
2. 産業別国民所得対前年増加率
農 業 5.1 鉱 業 7.2 
製造業 10.2 建設業 14.9 
貿 易 10.1 サービス業 3.7 
運 輸通信 - 5.9 
3. 主要産業の国民所得に対する寄与率
農 業 33.0 製造業 18.1 
貿 易 12.2 政府サービス 8.0 































































万ペソで， うち－10%が NDC, 20%がフィリピングループ，残り40%が米同グルー
プ， i!"lWiは少くとも 10ρ00haの土地を要し，これは NDCが取得する。














脅威を与えることを恐れているためと見られる。（0.S. Villadolicl-MB, 4.4) 
V砂糖工場ストに軍技術者の支援を要請－Floridablanca（パンパンガ州）の Del












































































V ケソン市警察部長の更送ー一一マカパガノレ大統領は， ケソン市警察部長 Abenir
Bornales大佐を「首都の平和と治安状態に望ましからざる一連の情勢に追随した」












(MB. 4.14 ） 



































れは昨年のジョンソン・マカパガノレ会談の発展で、ある。 (UPI〔4.16〕 MB) 
, 14人の逮捕フィリビン人問題一一外務省高官は， 「セレベスで逮捕された14人
のフィリピン人は CIAのためにはたらいているスパイ・エージエントであるj とい
















組合はこれら勢ノ1とたたかわざるを得ないQ (MB. 4.17) 
4月 18日
V領海にソ連・インドネシア船か一一一海軍のチーフ SantiagoC. Nuval准将に達
した報告によると， フィリピン海軍ノξトロール船 R.P. S. Leyteは，パタアンの
一（ 42 ）一 -100-
ブィリピン
臼ルuyan海峡ヰI：よとで日シア船 lskatelに斉射して停船を命じ近接して調査した後フ


































































一（ 44 ）一 -102-
フィリピン












































































































V国防相， Angatに増強ー ペラノレタliJI山本1は， Angat （ブラカン州）の凶日浄
水下水川の流域に，侵入者・不法入国者を｜めぐため，増強を命じた。これにより先
























一（ 48 ）一 一 106
フィリピン
l PIA，比人優先規定緩和について一一一PI/¥J¥lcjanclro Melじhorj乏＇［



























107 一（ 49 ）一
フィリピン
基地協定の改定の進行は満足すべきものである。L L貿弘協定は，ジョンプン・


































































































メンデス外相，ペラルタ国防相， CarlosP. Romulo I宇二［：， Tomas Benitez大使，
Reyes0 l二院一一一LorenzoSumulongほか 61'。 下院一一－Pendatunほか 9名。
一（ 52 ）一 110 
フィリピン
軍―Rigoberto Atienza IHリド念式I[1毛代Jlj！ラ 国家情報調整機構代表 h';IHJ防衛官 o













る 。（MB,5. 12) 
T RCAの輸入米赤字売出！こ禁止判決一一Iloilo州パライ・とうもろこし生産者組







その後 (12日） Jesus P. Morfe判事は， RCAがガンタ手!iり1.30ベソで輸
入米を売り L¥すことを禁じた命令を保留することを決定したの これは Arturo




















































































































































































































































































































V争議で殺人事件続発 長らく争議1tであったイロイ＼:.19十lBarotac N uevoの
Hacienda Pianita切で農｜詞見朕人が221-1労組指導者でフィリピン白山労組連合PAFLU
の地区画Jj代夫背 I人を射殺し，他の 1人を負傷させた。 (MB, 5. 24) 
また Dupax （ヌエパ・ビスカヤチト｜）の Porag村‘で25日夜， 二u也紛争から地主が
ナイフで刺殺され，敗例人が負傷した。存疑者は 5人で， うち l人が自首。
(MB, 5. 27) 
v自由党執行委，上院議員候補者指名 自由党執行委員会は， 8人の上院議員
候補背名簿lt1，次の 7人が全員一致で決定と発表。
1. Sergio Osmefia, Jr. （セブ市長）， 2. Ramon Ba伊 tsing（下院）， 3. Lucas 
Paredes (leiJ) 4. Jovito Salonga （下院入 5. Estanislao R. Fernandez （現）
6. Alejandro Roces （文相） 7. Cear Climaco (Pagcon Chief) 
(fl:) 時る lf，は BicolI_，｛で決定保問。同民党 JuanTrivino下院議員迎え入れ
のfこめとみら jL るυ
5月26日








( 62 ）一 一 120
フィリピン
統領が AA会議代表｜立｜長になることを， 1. I山j党が代表HJに加わる， 2.IUJ越のとり
くみ方の討議を超党派的に行なう，という条件で承認した。





l AA会議へフィリビン代表団一一一大統領官邸は， マカパブJ、ル大統領ぅ ペラエス
副大統領， メンデス外相の会談後， 「フィリピンは第 2[1円！ AA会議にペラエス両Jj大
統領を団長ヲメンデス外相を両Jj団長とする強力な代表団を送る」と声明した。




(il:) 第 3勢力一一一フィリビンj正取党（PPP）は 6n 6 rJ大ムをl'Hくf定。
5月 30日















-121 一（ 63 ）一
フィリピン
（注） lrij去れみの／1Ii'[ {';・U次，／） JIU I）υ rl: /,¥IJ大統制， 1-.w,・c • ・ 1, w;i: 11 ,:& k, 外+I，法m,
組／：：長， J;t，相， i：員中ti, Jt;/1りdll, {iにト．院議員 5ti, ト院議口 2t，，半参謀長，
l亡｜川｜りJ術），1.U:, Benitez人－使。
v国民党・ベラエスに最後通告を用意一一国民党執行委は会の緊急会議が聞か











←（ 64 ）一 -122ー
付録
1955--64年フィリビン経済総合調査報告書（要約）





























































一（ 66 ）一 A4・AワM’1・ふ
フィリピン















































































































































































1963 （暫定数字） 382.2 











織物貿易額 (f.0. b.，単位： 100万ドル〉
輸 入 輸 入 l輪 /:lj 
1953 74.9 3.0 1959 38.6 3.2 
1955 85.3 2.4 1961 23.3 4.0 
1957 77.2 2. 7 1963 （暫定） 20.8 3.4 




1961 1962 1963 
端 切 89,663,376 94,038,200 154,333,592 
反 物 103,341,232 163,476,400 74,121ラ416
織 物 製 口ロ日 977,696 1,634,272 117,842,744 
計 193,982,304 259,198,872 346,297,752 


































































大使館に伝達を依頼した。 (MB, 6. 4) 







































る，②国内問題への介入の気味がある，③SEA- lbj, ＇／～ 11951～ 
i 6_4'. 61 §4. 6 
TOが集団行動をしていないのにわが国が一方 I I 米国 I 26.so I 359.35 
的に行動することになるJとして反対し，経済・ 国連計画 I 1. 70 I 9.45 
UNICEF I ー I 7.16 
技術援助の継続を主張した。 コロンボ計画 1 .65 I 5.40 
二国間協定 1 .15 I .49 
l' 1964年度の外国援助額発表一一国家経済会 イ 1, ... 
ヲ持額 I29.99 I 381.85 
議（NEC）のエナレス議長は，右表のよう fc.1964 一一 一一一J一一一一一
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フィリピン














下降したにとどまった。 (MB, 6. 13) 




















正の結果，総額は原案の22億8500万ベソから約18億ベソとなった。 (MB, 6. 16) 
Vオーストラリアと通商協定一一昨年交渉されたフィリピン＝オーストラリア通
商協定がマニラで， メンデス外相と T.W. Cuttsオーストラリア大使との間で調
印。これにより両国は最恵国待遇を適用することになる。なお1963年度の貿易額は
フィリピン側の輸入1580万ドノレ，輸出200万ドル。



















































































1. 経済調整局長官 ReneEspina （セブ州知事〉。 EleuterioAdevosoは副長官
となり選挙戦に専念。
2. 社会保障公社総裁 Jovino Lorenzo （開発銀行総裁〉。
3. 選挙委員長 Gregorio Santayana （副秘書長〉。
6月278 















l Lagunaの放火犯は共産主義者か？－P.C.第2管区情報刑事は， 27日の San
Pablo市（Laguna州）の放火をしたという中国人共産主義者逮捕のため， C.I. S.と






















































































不利益になっているという非難が行なわれ（7.13, E. J. Puyatフィリピン商工業会
議所会頭〉，セメント工業側は独占ではないと反駁した。 (7. 16) 
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フィリピン（ 7月〉
ベた。
5 日 l AA会議について報告と勧告一－AA会議フィリピン代表団長ベラエス副大
統領はパリから帰国し，マカパガノレ大統領に報告と勧告を行なった。 （発表され
た報告書は資料参照）





























































17日 T CCPの新役員 商業会議所（CCP）は， 1965～66年度の役員として会頭













































































1. Pedro Pascasio 文部次官兼文部大臣代理
2. Juan S. Cancio 官房長官代理
3. Alberto de Joya 大統領反汚職委員会会議長
4. Pablo Mariano 関税局長代理
5. Pedro G. de Peralta 商工次官兼商工大臣代理
6. Eugenio Eusebio GSIS理事長
7. Placido Mapa, Jr. 大蔵第二次官
V 自由党下院議員候補決定一一自由党執行委員会は，下院議員候補者正式リス
トを発表した。翌日追加されて計 100名となった。残る 4名は近く決定。



































































22日 T NAWASAと NPCに値下命令ー←マカバガル大統領はフィリピン水道下水公
社（NAWASA）と全国電力会社（NPC）に対しサービス料金値下げを命令した。
23日 V米比航空協定交渉開始一一米比航空協定交渉がマニラで，比側カイコ（Li-





1. T eofisto Guingona 開発銀行総裁
2. Milagros Abella 




26日 V第10年度賠償計画案承認一一マカパガル大統領は，賠償委員会作成・ NEC 
勧告の第10年度賠償計画試案を無修正で承認した。その内訳は次の通り。 （単位
1000 ドlレ）
カテゴリー A: 資本財 I 政府部門 12,918 
I 民間 w 20,104 
カテゴリー B: 資本財以外の資財 I 民間部門 2,700 
カテゴリー c: サービスおよび臨時費 I 政府部門 1,438 
E 民間グ 340 
総計 37,500 

















（注） 5月 ILO総会に出席した Guevara労働次官は去る 8月21日， ILO会
議が共産国や左翼の国々に支配されているとして脱退を勧告した。
























































































































































億ベソであった。 この食費総額の約5分の 2つまり 39.2%は穀類と穀類加工品との費
用で，別に 5分の lつまり20.4%は魚類とその他海産物との費用，約8分の 1すなわ
ち11.7%は肉類と鶏卵との費用，別に約8分の 1すなわち11.9%は根菜類と菰菜果実










第8調査区（東ビサヤス〉 17.7 % 
第9調査区（南西ミンダナオフスーノレー〉 5.5 % 
第10調査区（東北ミンダナオ〉 11.3 % 
第 1調査区（マニラ周辺地区）の世帯が支出する一部食費はその他調査区の同一内
容の食費を超えている。両者を主要費目別に比較すれば下記の通りである。
費 目 マニラ周辺地区の支出割合 全国支出割合
。 ー
ハン 5.8% 3.0% 
肉類，鶏卵 19.7 % 11.7 % 




































Manila Daily Bulletin，’65. 8. 31 
①写真用材ラ設備，付属品。③化粧品，化粧調合剤，その原料。③飲料，果実酒，
アルコール飲料，巻タパコ。④鉱業用材。⑤皿，カップフ受け皿，ボ－Jレヲ台所用品，
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を保持させること， (2）外貨資産と外貨負債の比率 (1961年6月24:l, 64年
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フィリピン（ 9月〉
日誌（9月〉




























































































































能力は1500万ポンドである。 (9. 27) 
28日 濯瓶計画で WFPに援助要請一一一エナレス NEC議長は世界食糧計画（WFP）に
対し，国家濯瓶局（NIA）の濯瓶施設77の修復・改良3ヵ年計両に使用するため，


















































































期間270H以上－… H ・H ・－…4.25%
期間360日以上…・・………4.50%
但し，農村銀行，貯蓄銀行，開発銀行の定期性預金の利率は 1963年末に再び改







































































































合を，ベソ預金総額の 5%をこえないことを条件として， 50%から 100%に引上げ，
それと同時に，ベソ要求預金に対する支払準備に算入しうる政府証券の保有限度を






支払準備を課し， 1965年5月 1日より実施する旨の通牒第194号を1965年 3月19日に
発した。 この措置は，はじめ10%の所要準備積立のうち10分の 7は政府証券で保有
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フィリピン（10月）
日誌（10月〉




2 日 T PCIの新役員一一工業会議所（PCI）は年次総会で，新会頭に LeonidesVirata, 
第 l副会頭に AugustoCaesar Espiritu，第2副会頭に GeorgeMarcelo，および
15人の理事を選出した。




















を挙げて規則の緩和を要請した。 (10. 9) 
（注〉 24日 Pablo Mariano関税局長代理は，正当な理由のある輸入業者は申
告文書を欠いても，文書提出を保証する証書を提出して商品を引取り得ると




















Pedro Taruc, Faustino del Mundo （別名 Sumulong司令官または Fidel司
令官）, Cesario Manarang （別名 Alibas bas司令官または Terio司令官）， Efren 
Lopez （別名 Freddie）。
19日 vイロコスの選挙戦で死傷者一一ーイロコス・スーノレ州 Narvacan 街頭で， 同



















































（注） 最高裁は翌日， Comelecの介入停止を求めた RCAの提訴を却下した o












































































































































額に達した。 1965年7月の予備調査結果によると， 国内徴税額は 1964年7月の 1億
6200万ペソに対し 1億7600万ペソとなり， 関税収入は1964年7月の5500万ベソに対し
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フィリピ γ （10月〉
（備考 1) 輸出収入がかりに 5米ドルとすれば， 4米ドル（つまり80%）は 1ドル
3.90ベソの交換比率であるから15.60ベソとなり，残りの 1米ドル〈つまり20%)
は2ベソで評価される。従って 5米ドルは合計 17.60ベソとなり， 1米ドル当り
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フィリピン（10月〉
費者物価指数上昇率は 1962年には 8.7%, 1963年には7.9%となった。
1962年には一覧払預金の法定準備金積立率は15%から19%に引上げられ， 1963年に
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フィリピン（11月〉
11月9日に行われた選挙の結果（暫定）は次の通りである。
大統領 FerdinandE. Marcos (N) 
C 1名〉
Diosdad P.乱1acapaεal(L) 
Fernando Lopez (N) 
Gerardo Roxas (L) 
Jovito R. Salonga (L) 
Alejandro Almendras (N) 
Genaro Magsaysay (N) 
Sergio Osme白a,Jr. (L) 
Eva Estrad:i Kalaw (N) 
Dominador Aytona (N) 
Lorenzo Tafiada (N) 
W enceslao R. Lagumbay (N) 

























































認が12月17日両院集会で行われた。 上院の第8位当 選者は， Climacoがリー
ドしているもののまだ確定しなL、。 Climacoが当選すると非政選議員と合わ
せ， N 11, L-10, PPP-2 , 無所属 1となる。
2. (4）はM.B.紙12月15日付の記事中に出てくる数’子である。下院の選挙区別
開票結果が紙とに発表された最後は 11月 15日でラこれは選挙委員会でなく
PNS （フィリピン通信）の行なった集計 (14日午後 5時現行：）である。この















国民党 13 23 36 







大統領 Marcos(N) 3,283, 108 
Macapagal (L) 2,673,414 
Manglapus (PPP) 337,457 
];¥IJ大統領 Lopez (N) 2,999,977 
Roxas (L) 2,947,286 

















はいくつかの機会を捉えて（11.19, 26, 12. 4），外貨取引に対する選択的統制の必
要を強調した。彼によると，マカパガルの11月6日の決定はあやまりであってラ留保
廃止は，例えば木材の輸出には留保を残し， その加工品であるベニヤ・合板の斡出に















l 日 l PALのシンガポール路線開始一一フィリピン航空（PAL）は，マニ予ーシンガ
ポール問に週 1回の定期便の運航を開始した。














- 61 ( 145) 
フィリピン（11月〉


















































(1) 普通預金の預金金利 5.75% 
(2）定期預金の か 90日もの 5.75" 
180 ,. 6 グ
















13日 選管，マルコス当選を確認一一選挙委員会の JuanV. Borra委員長は午後6時
現在の得票を発表しラ 「国中に誤解からくる緊張が増大しており，これを早急に
伝和するためラ集計された開票状況からみて，次期大統領にマノレコス氏が選出さ

























率は， 1948年の48%から1960年の 28%に減少したが，絶対数は微増して約 5007J-
であるとのべ，今後 6年間に義務教育制の漸次的実施のほか成人（とくに15～；35
歳）の文官追放運動に協力するよう覚書を発した。 〔LL. i7) 
19日 V米下院外交委調査団来比一一米国下院調査団（下院外交委員会農業rト委民会
























’AIDと新借款協定一一エナレス NEC議長と WesleyC. Heraldson米国 AID
局長との間で1470万ぺソを限度とする新借款協定が締結された。これは農産物協
定によりフィリピンに供与される10万トンの米の売却i代金1257万ドル中約30%を










( il:) ニノ〕折県（工；WZIとともに公点することになっていな L、。 l2)J5 1と日 7






























































































































































4 日 Vマルコス，華僑に協力要請 マルコス次期大統領は，国内中国人実業界に
対し，全面的密輸取締運動への協力を要請し，また為替レートや米取引への投機
をやめるよう警告した。
6 日 V新政権の財政緊縮措置を勧告一一国民党プヤット（GilJ. Puyat）総裁は，マ
カパガル大統領の退任時（12月30日現在〉の財政赤字2億0713万7179ペソおよび









と交戦， LibradaDizon （別名 Libring司令官〉を殺し， DominadorGarcia （別
名Ely司令官〉の妻を捕え，軍の側では負傷3名を出した。













7 日 V 「小売業」の規定について一審判決一一第一審裁判所は，小売業国民化法に
関して，取引が卸売か小売かを決めるのは取引量でなく，売られた品目が買手に
よって使用されるかどうかの点である，との判決を下した。


















































































大統領 マルコス（N) 3,861,324 
-107ー 一（ 157）ー
フィリピン（12月〉
マカパガノレ CL ) 3 , 187, 752 
マングラフ。ス（PPP) 384,564 
副大統領 ロベス（N) 3,531,550 







1. 最初の 7kmまでは， 15センタポ（現行10センタボ〉。


































（注） 17軍事基地は 1947年の米比軍事基地協定により保持され， 1959年8月





1. Jovito Salonga (L) 
2. Alejandro Almendras (N) 
3. Genaro Magsaysay (N) 
4. Sergio Osmefia (L) 






6. Dominador Aytona (N) 3,037,666 
7. Lorenzo Ta加 da(N) 3,014,619 
































































11954 I 1964 I増減
外国人小売商登録者総数 I 1 ,os I 3,741 C*)I -3,466 
内 訳 I I I 
個人 所 有 者 I 5,974 I 3,741 I -2,435 
法人（合名，株式，社団〉 I 1,031 I o I -1,031 
外国人小売商登録者総資産 ¥ 104,4札 221¥ 135,614,655 1+31，凹，434
（個人所有者のみ〉 （ペソ） I I I 
（＊）マニラ市への平均年間流入224人をふくむ。
Vマレーシアとの国交回復とサパ問題一一一大統領就任式に列席のため来比した






ち主な列席者： HubertH. Humphrey副大統領（米〉，丁一権首相（韓）， Thanat 
Khoman外相（タイ）， Ismail bin Dato Abdul Rahman内相（マレーシア〉，
岸信介元首相（日〉，張群総統府秘書長（国府〉。




































マルコス新大統領は， 12月18日， 25a, 2s日， 29日の 4回にわたって閣僚を任命し
た。 これにより新しい内閣の構成は次のようになる。
大統領兼国防大臣 FerdinandEdralin Marcos 
副大統領兼農業天然資源大臣 FernandoLopez （前上院副議長）
外務大臣 NarcisoRamos （前駐国府大使〉
大蔵大臣 EduardoZ. Romualdez （元PNB総裁，現フィリピン信託会社社長）
法務大臣 JoseYulo （元最高裁判事・下院議長・法相）
文部大臣 CarlosP. Romulo （現フィリピン大学学長，元駐米大使・外相〉
商工大臣 MarceloBalatbat C実業家，元NAMARCO総支配人・ PCI会頭〕
公共事業運輸通信大臣 AntonioV. Raquiza （下院議員，自由党〉
労働大臣 EmilioEspinosa （前下院議員，国民党〕
保健大臣 Dr.Paulino Garcia （元保健相・国家科学振興庁長官〉
情報大臣 JoseD. Aspiras （元新聞記者，マルコスのスポークスマン〉
総務大臣 VicenteG. Duterte （ダノξオ州知事〉
経済調整庁長官 ConstancioCastaneda （前下院議員，国民党事務局長）
国家経済会議議長 FilemonRodriguez （元 NEC議長〉
官房長官 RafaelSalas （元官房長官補佐〉












議長 A.M. Tolentino (N），副議長 L Sumulong (N) 
Alejandro D. Almendras (N，再）
Dominador Aytona (N，事！？）
Rodolfo Ganzon (N) 
Gaudencio E. Antonino (I) 
Jose羽T.Diokno (N) 
Maria Kalaw Katigbak (L) 
Juan R. Liwag (L) 
Manuel P. Manahan (PPP) 
Camilo Osias (L) 
Eva Estrada Kalaw (N，新）
W enceslao Lagumbay (N，新）
Genaro F. Magsaysay (N，再）
Raul S. Manglapus (PPP) 
Ambrosio Padilla (L) 
Sergio Osmefia, Jr. (L，新）
Gil J. Puyat (N) 
Gerard M. Roxas (L) Francisco “Soc”Rodrigo 
Jose J. Roy (N) Jovito S. Salonga (L，新）
Lorenzo Smulong (N) 
Arturo M. Tolentino (N) 
Lorenzo M. Tanada (N，再）
San Andres Ziga (L) 
下 院（104名〉













Carmelo Z. Barbero 
Jose C. Aquino 
Rafael B. Legaspi 
第 1区 VenancioZiga 
第2区 CarlosImperial 
第3区 JosefinaB. Duran 
Jose F. Fornier 
Pablo Roman 
Jorge Aurora Abad 
第 1区 FedericoSerrano 
第2区 OlegarioCantos 
第3区 JoseB. Laurel, Jr. 
























第2区 RogacianoM. Mercado (N) （再）
Cagayan 第1区 TitoM. Dupaya (L) （再）
第2区 BenjaminT. Ligot (L) （再）
Camarines Norte Fernando V. Pajarillo (L) 
Camarines Sur 第1区 RamonFelipe, Jr. (L) 
第2区 FelixA. Fuentebella (N）（再）
Capiz 第1区 MarianoAcuna (L) 
第2区 CornelioT. Villareal (L) （再）
Catanduanes Jose M. Alberto (L) （再）
Cavite Justiniano乱1ontano (L) （再）
Cebu 第1区 RamonM. Durano (N) （再）
第2区 JoseL. Briones (L) （再）
第3区 ErnestoBascon (L) 
第4区 IsidroKintanar (N) （再）
第5区 AntonioCuenco (L) （再）
第6区 AmadoB. Arrieta (L) 
第7区 TeresoDumon (L) （再）
Cotabato Salipada K. Pendatun (L) （再）
Davao Lorenzo Sarmiento (L) 
!locos Norte 第 1区 AntonioV. Raquiza (L) （再）
第2区 SimeonValdez (N) （再）
!locos Sur 第1区 FloroCrisologo (L) （再）
第2区 PabloC. Sanidad (L) （再）
Iloilo 第1区 PedroG. Tron (L) （再）
第2区 FerminCaram, Jr. (N) 
第3区 GloriaTabiana (L) （再）
第4区 RicardoY. Ladrido (L) （再）
第5区 JoseM. Aldeguer (N) （再）
Isabela Melanio Singson (L) 
Laguna 第1区 ManuelConcordia (L) 
第2区 MagdalenoPalacol (L) 
Lanao del Norte Mohamad Ali Dimaporo (L) 
-115- ー（ 165）ー
フィリピン（12月）
Lanao del Sur Rasid Lucman (L) （十If)
La Union 第1区 MagnoliaAntonino (I) 
第2区 EpifanioB. Castillejos (N) 
Leyte 第1区 ArtemioMate (N) 
第2区 SaludV. Parreno (N) 
第3区 MarcelinoVeloso (N) （再）
第4区 DominadorTan (L) （再）
Manila 第 1区 FidelA. Santiago (L) （再）
第2区 JoaquinR. Roces (N) （再）
第3区 SergioLoyola (L) 
第4区 PabloV. Ocampo (N) 
Marinduque Fransisco Lecaroz (L) （再）
Masbate Andres Clemente (N) 
Misamis Occidental William Chiongbian (L) 
Misamis Oriental Emmanuel Pelaez (I) 
Mountain Province 第 1区 JuanDuyan (L) （両：）
第2区 AndresA. Cosalan (L) 
第3区 LuisP. Hora (L) （再）
Negros Occidental 第 1区 ArmandoGustilo (N) （再）
第2区 FelixP. Amante (L) 
第3k{ Felix Feria, Jr. (L) 
N egros Oriental 第1区 LorenzoG. Teves (N) （再）
第2区 LambertoL. Macias (N) （再）
Nueva Ecija 第1区 EugenioBaltao (N) （再）
第2区 AngelD. Concepcion (N) 
Nueva Vizcaya Leonardo Perez (N) （再）
Occidental Mindoτo Pedro C.乱1edalla (N) 
Oriental Mindoro Luciano A. Joson (L) （再）
Palawan Ramon V. Mitra (L) 
Pampanga 第 1区 JuanitaL. Nepomuceno (L) （再）
第2区 AngelP. Macapagal (L) 
Pangasinan 第1区 AguedoAgbayani (N) （再）
-( 166）ー -116-
フィリピン（12月）
第2区 LaureanoJack Soriano (N) 
第3区 CiprianoB. Primicias, Jr. (N) （再）
第4区 AmadeoJ. Perez (L) C再）
第5区 JesusReyes (L) 
Quezon 第1区 ManuelS. Enverga (N) （再）
第2区 EladioCaliwara (L) （再）
Rizal 第 1区 EddieIlarde (L) 
第2!R Frisco S. San Juan (N) 
Romblon Jose D. Moreno (N) （再）
Samar 第 1区 EladioBalite (L) （再）
第2区 FernandoVeloso (N) （再）
第3区 FelipeAbrigo (L) （再）
Sorsogon 第 1区 VicentePeralta (N) （再）
第2区 SalvadorR. Encinas (L) （再）
Southern Leyte Nicanor Yniguez (N) （再）
Sulu Salih Ututalum (L) （再）
Surigao del Norte Constantino S. Navarro (L) 
Surigao del Sur Gregorio P. Murillo (N) 
Tarlac 第 1区 JoseCojuangco, Jr. (L) （再）
第2区 JoseV. Yap (L) 
Zambales Ramon Magsaysay, Jr. (L) 
Zamboanga clel Norte Alberto Q. Ubay (L) （再）
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